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は　じ　め　に
　河

かわ

井
い

弥
や

八
はち

（以下、河井と略称）は、「大
だい

日
にっ

本
ぽん

報
ほう

徳
とく

社
しゃ

」（現、静岡県掛川市掛川。二
にの

宮
みや

尊
そん

徳
とく

の報徳の教説を基に作られた組織。
前田〈令和４年10月〉「丸山方作の人生と
甘藷」の表１参照。以下、「大社」と略称）
副社長（昭和13年２月24日～同20年２月27
日）・社長（昭和20年２月27日～同35年７
月21日〈亡〉）以外に、内大臣秘書官長、
侍
じ

従
じゅう

次
じ

長
ちょう

兼
けん

皇
こう

后
ごう

宮
ぐう

太
だい

夫
ぶ

（昭和２年～同11
年）、貴族院勅選議員（昭和13年～同22年）、
財団法人帝国治山治水協会理事、社団法人
全国治山治水砂防協会顧問、「東遠明朗会」
（丸山方作〈前田（令和４年10月）「丸山方
作の人生と甘藷」参照。以下、丸山と略称〉
と研究・学習するために東遠州に結成され
た研究・学習会）会長、参議院議員（昭和
22年～同31年）、参議院議長（昭和28年～）、
食糧対策審議会委員、内閣委員会委員長、
等の多くの経歴をもつ人物である。
　河井は、以下の話等からもわかるように、
生涯、人々が食えることにこだわった。①
昭和天皇の皇居における稲作は、河井のア
イデアで始められた（高橋　平成６年、
p.256）。②華族出身者が多い宮中界、貴族
院議員の中にいても、「静岡の農民」たる
ことを自認。③戦中・戦後において、「大社」
増産講師等が、農具をかついで、帝国議会

議事堂・国会議事堂内を歩いたことが語り
継がれたが、これは河井がさせたことで
あった。④戦中・戦後における国会議事堂
前は、甘藷畑だったといわれるが、これは
河井によるものであった。なお、その甘藷
の育て方は、「丸山式」甘藷栽培法だった
可能性が高い。
　上記の多くの経歴をもったがゆえに、人
物としての河井は、食（糧）・甘藷増産と
の関係だけでは捉えきれることはない。し
かし、生涯人々が食えることにこだわり、
戦中・戦後におけるわが国の食（糧）・甘
藷増産に関しても大きな存在だったため、
食（糧）との関係からだけでも生涯を考察
することができる（なお、その際には、食
〈糧〉と報徳〈二宮尊徳の報徳思想・報徳
仕法の総称〉とのつながりも理解する必要
が出てくる）。本稿では、河井における食
（糧）・甘藷に対する思い・活動の状況に着
目して人物史としての河井を４つの時期区
分を基に描いてみたい。

Ⅰ．�第１期：静岡県内で育った時期中心：
明治10年10月～明治37年11月

　河井は、明治10年10月24日、静岡県佐
さ

野
や

郡
ぐん

上
あげ

張
はり

村
むら

（現、静岡県掛川市上張）に、河
かわ

井
い

重
じゅう

蔵
ぞう

（安政元年～大正14年。田
た

中
なか

正
しょう

造
ぞう

と交友。以下、重蔵と略称）の長男として
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河井弥八の人生と甘藷
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出生した。生まれた静岡県は、皇室、徳川
家とも関係の深い土地柄であった。また、
佐野郡を含む遠州地方は、進取の気鋭に富
む土地柄、風土であった。また、農業およ
び農業の研究が盛んな土地柄であった。
　後に、河井の人生を導く大きな存在とな
る一
いち

木
き

喜
き

徳
とく

郎
ろう

（大正14年～昭和８年、宮内
大臣。昭和９年～同19年、「大社」社長、他。
以下、一木と略称）は、慶応３年４月４日、
現、掛川市倉

くら

真
み

に、尊徳のいわゆる「四高
弟」の一人と言われ「遠江国報徳社」（明
治８年～。以下、「遠社」と略称）２代目
社長、「大日本報徳社」（明治44年より、「遠
社」が名称変更したもの）初代社長、「遠社」
の別働隊「掛川農学社（舎）」（明治11年～。
以下、「農学社」と略称）社長を務めた岡
田良一郎（以下、良一郎と略称）の次男（兄
は岡田良平）として生まれていた。なお、
一木の父良一郎と、河井の父重蔵とは、政
敵でもあった。
　河井の祖父河

かわ

井
い

弥
や

八
はち

郎
ろう

、父重蔵、河井と
妻の要

かなめ

との縁談を作った金
きん

原
ぱら

明
めい

善
ぜん

（天保３
年～大正12年。遠

とおと

江
うみの

国
くに

長
なが

上
かみ

郡
ぐん

安
あん

間
ま

村
むら

〈現、
浜松市東区安間町〉生まれ。明治43年２月
～大正14年１月、「大社」の「名誉訓導」。
以下、明善と略称）は、河井が解決に生涯
をかける食糧問題、治山・治水問題等のい
ずれかに関わっていた。祖父は、掛川城主
への打首覚悟の減租の直訴により、村人の
食などを守ろうとした。父は、「国民生活
の安定と社会平和の維持とは繋つて食糧供
給の多少と其価格の騰落とに存す」との考
えから「内地人口の所要を充足する」方途
を論じた「食糧問題に対する卑見」を書い
た（河井は、本書を多数印刷）。明善は、
私財を抛って「あばれ天竜川」の治水をし、

社会事業として出獄人保護にも尽力した。
　また、河井の出身地遠州地方では、「遠社」
と「農学社」が、農業上の知識・技術の普
及なども行っていた。
　「静岡県立静岡中学校」に進んだ河井等
は、明治26年11月頃、「静岡県立静岡中学校」
の寄宿舎で、「賄

まかない

大
だい

征
せい

伐
ばつ

」と言う名の食改
善の運動を起こし、寄宿舎では結果、自炊
制にした（静中静高百年史編集委員会　平
成15年、pp.290～294）。この運動は、食糧
問題への関心の表れかもしれない。この後
の河井の学歴は、明治30年、「静岡県立静
岡中学校」卒業、同33年、「第一高等学校」
卒業、同37年７月、「東京帝国大学」政治
学科卒業。
　以上のように、河井は、静岡県内で育っ
た時期から食（糧）と大きく関わっていた。

Ⅱ．�第２期：国政を担う者、天皇の近くの
者、となった時期：明治37年11月～

１．�河井弥八が国の重要な位置になってい
く状況

　明治37年11月、文官高等試験合格。同月
26日、任文部属、実業学務局勤務（文部省）。
同40年２月、任佐賀県事務官（内閣、内務
省）。
　河井は、明治40年10月、貴族院書記官（内
閣）となった。その後、大正８年12月、貴
族院書記官長（内閣）となった。貴族院書
記官時代の大正６年３月から約半年間、万
国議員商事会議出席のため、欧州へ出張、
この時ロシア革命に遭遇。欧州から米国各
地も見物。
　河井は、大正15年７月に、大正14年２月
から宮中大臣を務める一木の推薦で、内大
臣府秘書官長（宮内省）に就任。この頃の
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宮内省には、静岡県出身または静岡県関係
者または報徳関係者が多いことが指摘でき
る。例えば、大正15年の宮内省官職におけ
る、静岡県出身または静岡県関係者または
報徳関係者は、宮内大臣一木、宮内次官関

せき

屋
や

貞
てい

三
ざぶ

郎
ろう

（河井友人）、御用掛山崎覚次郎
である。官長としての初の大きな仕事は、
大正15年12月25日に崩御した大正天皇（以
下、天皇には諡

し

号
ごう

を使用）の大喪及び昭和
天皇の皇位継承の諸儀式であった。
　昭和２年３月、侍従次長兼皇后宮大夫（宮
内省）。同６年９月、帝室会計審査局長官（宮
内省）。同９年４月29日、勲一等瑞宝章（賞
勲局）を受章。
　宮内省時代（大正15年～昭和13年）に、
研究会員として「報徳経済学研究会」（昭
和11年12月26日、「二宮尊徳ノ経済道徳ニ
関スル原理ヲ研究シ現代日本ノ国家社会ニ
適応スル報徳経済学ノ樹立ヲ目的トシ、コ
レガ為会員相互ノ研鑽トソノ研究ノ発表ト
ヲナスモノトス」〈『斯民』第32編第４号、
中央報徳会、昭和12年４月、p.83〉として
設立。会長は、「中央報徳会」理事長一木）
に入会した（河井は、設立時に研究会員）。

２．�国策として大がかりに始まっていた甘
藷増産

　河井が後述の第３期でみる甘藷増産活動
に本格的に動く前に、既に国策として甘藷
からの軍事用液体燃料製造の計画は始まっ
ていた（極秘で進められたこと、公になり
にくかったことも多かったと思われる）。
　その初期の状況は、以下である。昭和11
年５月13日に「液体燃料対策要綱」が出さ
れた。同年６月９日に「アルコールニ関ス
ル協議会（第一回）」（参加省局は、資源局、

大蔵省、陸軍省、海軍省、農林省、商工省、
拓務省）が開かれた（ここで、アルコール
製造に甘藷・馬鈴薯がよい、と話されたと
思われる）。同12年12月、農林省農務局農
産課は、『昭和十二年十二月　酒精原料甘
藷及馬鈴薯に関する調査』を発行。同13年
５月、「酒精原料甘藷の増産並びに供出確
保対策」（各都道府県宛示達）により、初
めて甘藷の供出措置。同年12月３日、農林
省は、農林省農務局特殊農産課を設置（初
代課長坂田栄一）し、藷類専任職員を設置。
なお、河井は、上記の過程の途中の昭和13
年１月に、貴族院議員となった。
　ここにおいて、この先も続く戦中におけ
る国策としての大がかりな甘藷増産の意味
を説明しなければならない。戦中における
国策としての大がかりな甘藷増産は、人々
の食糧の為の意味からよりも、軍事用液体
燃料（戦闘機、戦艦、戦車、輸送用トラッ
ク、等用液体燃料）を大きく含むところの
液体燃料確保の一環としての意味から出発
した側面が強かった。液体燃料には、ガソ
リン、軽油、原油、重油、人造石油、灯油、
燃料用変性アルコール、ベンジン、がある。
戦中においては、ガソリン（当時、揮

き

発
はつ

油
ゆ

と言った）不足から、ガソリンに、甘藷か
ら作られるアルコール（当時、酒

しゅ

精
せい

とも言っ
た）を混入したので、甘藷は、ガソリンを
使用する戦闘機、戦艦、輸送用トラック、
等の軍事用液体燃料になった。甘藷から作
られるアルコールのうち、無水アルコール
（無水酒精）はガソリン混入用に、含水ア
ルコール（含水酒精）は火薬用等軍需用に
もなった。したがって、国策としての大が
かりな甘藷増産は、⑴人々の飢えを救うと
いう意味、プラス⑵総力戦・食糧戦を支え
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るという意味、プラス⑶軍事用液体燃料を
大きく含むところの液体燃料確保としての
意味、という３重の複雑な意味があった。
　後述の第３期でみる河井の戦中における
甘藷増産活動も、客観的にみれば上記３重
の複雑な意味になったことになる。

Ⅲ．�第３期：「大日本報徳社」副社長になっ
てから戦後まで：昭和13年２月～同
20年８月

　「遠社」「農学社」「大社」は、人々の衣
食住を成り立たせることに尽力してきたと
いう歴史的重みをもっていた。河井は、「大
社」副社長（昭和13年２月～）になり、そ
の責務を感じていたと思われる。河井は、
「大社」副社長となってから、国家的レベ
ルでの甘藷増産に関心を示し、国からの援
助も利用し、「大社」の組織力をもって、「丸
山式」甘藷栽培法による甘藷増産を全国に
普及させた。
１．甘藷増産への関心
　河井は、（昭和13年１月に、貴族院議員
となった少し後の）昭和13年２月24日から
「大社」副社長として「大社」入りした。
Ⅱ－２で示した、初めて甘藷の供出措置が
なされる昭和13年５月になろうという時期
であった。
　後に河井が、共に「大社」の甘藷増産活
動をすることになる丸山方作は、既に「大
社」講師（昭和10年12月５日～）になって
いた。そして、既に「丸山式」甘藷栽培法
をたびたび他県の人々に指導していた（た
だし、それが「大社」の仕事だったかは不
明）。また、河井が「大社」入りした直後
の昭和13年３月５日には、「大社」が、丸
山方作『根本改良　甘藷栽培法』を発行（「大

社」による「丸山式」甘藷栽培法の著書の
発行の始まり）した。
　昭和13年４月３日、河井は一木と共に、
「掛川報徳館」で、丸山に会った（『丸山方
作日記』S13.4.3。おそらく初めての面会）。
その２日後の４月５日の『河井弥八日記』
には、河井は、「培本塾」を出て、「海岸畑
地ニ到り甘藷栽培ノ状況ヲ見ル」と記して
いるから、この頃既に甘藷に関心をもち、
甘藷増産を意識していたかもしれない。
　昭和14年９月17日には、河井は、実家の
近村の小

お

笠
がさ

郡
ぐん

西
さい

郷
ごう

村
むら

の松浦清三郎（この時、
松浦は既に丸山から指導を受け、「丸山式」
甘藷栽培法を行っていたか）の「甘藷競作
視察」に行った。この頃から、河井の丸山
を意識した甘藷増産への関心は、現実の活
動に直結したものと思われる。
　河井は、昭和14年12月５日、「丸山式」
甘藷栽培法から確かな手応えを受け、次の
ように、「大ニ実際的知見ヲ確実ニス」と
日記に記載した。
　�　昭和14年12月５日、報徳社に至る、途上で
西郷村の松浦清三郎他３氏の出迎えを受け、

丸山方作技師の来社あることを聴く。報徳社

で丸山、松浦等に「会見シ大ニ実際的知見ヲ

確実ニス」（『河井弥八日記』S14.12.5）。

　この時に確実にした「実際的知見」の中
身・内容はわからない。しかし、食を大切
にする河井であったので、食糧増産として
の「実際的知見」はあったと考えられる。
また、甘藷からの軍事用液体燃料製造とし
ての「実際的知見」がなかったとは断定で
きない。
　河井は、昭和15年１月14日、丸山を（始
めてか－引用者注）、実家に案内した（『河
井弥八日記』S15.1.14）。河井は、実家のあ
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る小
お

笠
かさ

群
ぐん

南
なん

郷
ごう

村
むら

での甘藷栽培・収穫に力を
入れた（『河井弥八日記』S15.11.1、等）。
　Ⅱ－２で示した国策としての甘藷増産
は、現場の技術をもった人にも頼った。そ
の象徴的な初期のことが、昭和16年５月２
日に、「大日本農会」主催、農林省助成で
開催された「甘藷増産体験懇談会」（於　「農
林大臣官邸」）であった。これには「大社」
内の者として河井・丸山、後に「大社」の
「農事講師」となる磯部幸一郎が出席した。
この頃から、農林省等は、「丸山式」甘藷
栽培法へも本格的な着目をしたと思われ
る。
　この年以降、河井が発端を作って、農林
省・農商省等の行政の人々（付随して、そ
れ以外の人々も加わった場合もある）が、
「丸山式」甘藷栽培法を知るために、丸山
の自宅（愛知県南

みなみ

設
し

楽
たら

郡
ぐん

新
しん

城
しろ

町
まち

）等への
大がかりな視察をするというケースがみら
れる（その１回目が、昭和16年10月３日か
ら同月５日の視察。前田　平成15年、表15
参照）。
　河井が、「丸山式」甘藷栽培法の全国普
及をより強力にする必要を考えたのは、対
米英宣戦の大詔の喚発（昭和16年12月８日。
太平洋戦争勃発の日のこと）前後と考えら
れる。
　河井は、当時多くの人が決まり文句のよ
うに述べたり書いたりした戦闘意欲鼓舞の
言葉を、同様に副社長の立場からも「大社」
機関誌に記述、掲載することを認可してい
た。しかし、その記述とは裏腹に、河井自
身は、太平洋戦争を望んでいなかったよう
である。例えば、次のような話がある。
　�　「河井（弥八－引用者注）先生は『日本の軍
部はエライことをしてくれたものだ早く止め

てくれれば良いが、長く続くと大変なことに

なる。みんな英国や米国の力をよく知らない

から困る』と言う意味のことをひとり言の様

に言っておられた…。特に英国と戦争を始め

たことには仲の良い友達とケンカを始めた時

の様に残念がっておられた…。もともと先生

は開戦の翌日あたりまでは、宣戦の詔勅が出

たことを信じたくなかった様に記憶しており

ます。」（織部幸五郎「憂国の思いで大東亜戦

争を批判した河井先生の先見」、『報徳』

1960.9.10月合併号、昭和35年10月、p.63）

　欧州・米国への出張経験をもち、天皇と
身近な存在である河井は、本心では天皇陛
下の対米英宣戦の大詔の喚発に内心では否
定的だったと思われる。
　対米英宣戦前後の日記を見てみると、「丸
山式」甘藷栽培法の全国普及をより強力に
している次のような記述がある（それぞれ
の日付の『河井弥八日記』より）。
　�　昭和16年12月４日、朝８時過ぎ、丸山方作
来訪、甘藷栽培方法を全国に普及する方法に

つき協議、即⑴指導者（「大社」増産講師か－

引用者注）の決定、⑵種藷用意に関する方針、

につき意見一致。また、『生理応用　甘藷栽培

法』（丸山方作の著書－引用者注）改版出版に

関して相談。丸山より、柿・蜜柑を贈られる。

対馬産甘藷を種用として贈る。新宿御苑に植

え付けるべき品種の件、明年度献上の甘藷栽

培者を藤田久蔵の選定に任せること、等を決

定。

　�　昭和16年12月10日、一木男を訪問、時局に
関し所信を述べて教えを乞う。甘藷増産方法

の普及に関し、報徳社との関係を如何にすべ

きかを相談する。

　昭和16年12月の第78回帝国議会閉院式の
日には、河井は、「国民の食糧が米麦に偏重」
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することを「危険」とし、甘藷馬鈴薯を「国
民の常食」にすることを実態化させる強い
意志を示した（河井弥八「序」、丸山方作〈昭
和17年２月改訂増補３版〉『生理応用　甘
藷栽培法』大日本報徳社、pp.２～３）。帝
国議会での河井による甘藷増産の追及は有
名で、田

た

澤
ざわ

義
よし

鋪
はる

（元静岡県安倍郡長。貴族
院議員。河井の友人。丸山方作とも旧知）は、
「河井君の（帝国議会における－引用者注）
甘藷質問演説は議会の呼びものですよ。毎
会朝、ソラ河井の質問だと皆待ち受けて傾
聴して居るんですよ」（杉本　昭和26年、
p.43）という状況であった。
　第３期での河井弥八における「丸山式」
甘藷栽培法等の学習活動、研究援助・促進
活動、普及活動、普及援助活動は、表１で
ある。河井は、日記等の記述に慎重であっ
たと考えられ、甘藷からの軍事用液体燃料
製造のことを強調して書かなかった向きも
ある。しかし、戦況が悪化してきた頃の日
記をみると、次のような状況であった。
　・�昭和19年11月７日、島田俊雄農商務相へ、（松

根ではなく）甘藷による無水酒精製造を進

言（『河井弥八日記』S19.11.7）。

　・�昭和20年４月ともなると、河井は、甘藷か

らの軍事用の無水酒精・液体燃料製造を必

要と考え、かつ日記にも明記。

　・�昭和20年４月ともなると、河井は、甘藷か

らの軍事用の無水酒精・液体燃料製造を必

要と考えていることを、貞明皇后に伝える

程になっていた。

２．�河井弥八は、戦中の国策遂行中でも国
民の食にこだわった

　河井は、戦中の国策遂行中でも、以下の
ように国民の食にこだわった。

　・�戦時中、皇居内でも「丸山式」甘藷栽培法
による甘藷栽培を行わしめた。

　・�天皇を始めとする皇室と甘藷を始めとする

食とを結びつける活動（多数）をした。

　・�河井が発端を作って、皇室、国会議員、国

の行政、研究者、等と丸山とを関係づける

ことをしてきた（表１参照）。その中には、

多くの人々が丸山宅の甘藷畑を視察するこ

とや、逆に丸山等が東京の随所（皇居内、

御苑）へ出張して甘藷の指導をすること等

が多数あった（なお、天皇を始めとする皇

室は、丸山宅には行っていない）。

　・�河井が、供出させられた農家ではない多数

の人々に「丸山式」甘藷栽培法を知るよう

にし続けたこと（このことは、甘藷を統制

経済ではなく自由経済に乗せることでもあ

り、国家統制をきかなくさせてしまう行為

でもあるか）は、個々人が食って生きてい

けるようにしたことと考えられる。

　・�河井は、鈴木梅太郎（「理化学研究所」創設者。

河井と同郷で、旧知）に依頼して、戦中に

出回った、甘藷を使ったいわゆる「藷パン」

を作ってもらった。

Ⅳ．第４期：戦後：昭和20年８月～没
　敗戦により、Ⅱ－２で述べた国策として
の大がかりな甘藷増産の３重の複雑な意味
のうち⑵⑶が落ち⑴が出てきた。第４期で
も、河井は甘藷増産にこだわった。
１．昭和20年８月14日その時の考え
　昭和天皇が、戦争終結の大詔を出した昭
和20年８月14日付で、河井は「時局拾収ノ
一構想」という文章を書き友人・関屋貞三
郎に届けた。この文章の冒頭には、「鈴木（貫
太郎－引用者注）内閣ハ速ニ退場スルガヨ
イ」とある。この文章の中に、「国民ヲ食
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表１．河井弥八における「丸山式」甘藷栽培法等の学習活動、研究援助・促進活動、普及活動、普及援助活動

１．「丸山式」甘藷栽培法等の学習活動
⑴　方法
①丸山方作から直接学習
　河井は、丸山から直接、実地指導や講演を通して「丸山式」甘藷栽培法を学習。
②実地試作
　河井１人で、または「丸山式」甘藷栽培法を身につけた人々と、「丸山式」甘藷栽培法で
実地試作。
③間接学習
　まず、丸山の著書等から、間接的に「丸山式」甘藷栽培法を学習。次に、各地の「丸山式」
甘藷栽培法の計画・報告を、『河井メモ』①や、『河井綴り』、『河井弥八日記』等に多数書き
記して学習。次に、「丸山式」甘藷栽培法の実験結果を書き記して学習。次に、各地見学、
研究会出席を行って、学習。次に、丸山と同様、甘藷増産に精力を注いだ人（丸山以外。①
青木昆陽。②徳川吉宗。③井戸正明）の学習をした。次に、報徳の学習を継続して行った（河
井にとっては、「丸山式」甘藷栽培法の学習と報徳の学習とは、表裏一体であったと思われる）。
その他の多数の間接学習は略。

２．「丸山式」甘藷栽培法の研究援助・促進活動
　河井等は、以下のようにして、「丸山式」甘藷栽培法の研究をする人（丸山、河井、その
他多数）のために、「丸山式」甘藷栽培法の援助・促進をする活動をした。
⑴　主体
①河井弥八。②河井弥八と丸山方作。③河井弥八と丸山方作と「大日本報徳社」増産講師等。
⑵－１．方法その１
①カネの用意
　河井は、丸山等の研究援助・促進をするため、財団法人「三井報恩会」の理事長米山梅吉
〈Ａ論文、表５〉、山口安憲〈Ａ論文、表４〉を通して、「三井報恩会」から研究費を助成し
てもらった。
②ヒトの育成・用意
　昭和17年１月12日、「大社」は、「大社」増産講師19名を嘱託し、全国に派遣することとし
た（前田　平成15年、表10）。「大社」増産講師には、研究をさせた。その後も、多くの「大
社」増産講師を育成・用意した（同上）。
③モノの用意
　河井等は、研究の母体ともなる「丸山会」「明朗会」を結成したり、結成される機運を醸
成し結成に導いたりして、会を通して研究できるようにした。
⑵－２．方法その２
①難しい課題、必要に迫られた課題を与える
　河井は、丸山と、多くの「大社」増産講師に、難しい課題、必要に迫られた課題を与えて
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研究を促進した。まず、貯蔵法の研究の必要時に、昭和17年６月14日、「大社」で、甘藷貯
蔵法并びに収穫取扱方に関する研究会、丸山、磯部幸一郎、田村勉作、井村豪、戸倉儀作、
千葉県石井信、出席・検討（『河井弥八日記』Ｓ17.6.14）、のように貯蔵法を研究した。次に、
「良苗」不足時等に、「良苗」仕立方法・弱苗の蘇生方法を研究した様子が窺える。次に、旱
魃時に、以下のように「旱魃作物研究会」を開いた。次に、河井は、農業労働力の必要性が
認識された頃、畜牛使用を実験させた。次に、河井は、食糧難が極まった頃の甘藷３倍増産
が、実際のものとなるよう勢力を注ぎ、丸山や「大社」増産講師にもそれを強く要求した。
次に、２季作の研究もしたようである。
②皇居、御所、「新宿御苑」、恩賜公園、等の大舞台に出す
　河井は、丸山、または「大社」増産講師、または丸山と「大社」増産講師を、皇居、御所、
「新宿御苑」、恩賜公園、等の大舞台に出し、「丸山式」甘藷栽培の実際を見てもらうように
した（前田　平成15年、表８）〈Ｂ論文、表19〉。
③献上品に見合う甘藷を作らせる
　河井には、丸山または「大社」増産講師または「丸山会」会員・「明朗会」会員に、彼ら
の甘藷を、皇室に献上させている様子が窺える。河井は、彼らに献上品に見合う甘藷を作ら
せたと考えられる。
④帝国議事堂、議員前、等の大舞台に出す
　河井は、丸山または「大社」増産講師または「丸山会」会員・「明朗会」会員を、帝国議
事堂、議員前、等の大舞台に出した。
⑤甘藷を議員食堂、大きな会議の席、等の大舞台に出す
　河井は、丸山または「大社」増産講師または「丸山会」会員・「明朗会」会員の甘藷を、
議員食堂、大きな会議の席、等の大舞台に出した。
⑥あえて難しい地方、場所に取り組ませる
　縦に長い日本列島においては、唯一絶対という甘藷栽培法はなかった。また、内地以外の
土地での甘藷栽培には、多くの研究を必要とした。丸山の躊躇にも関わらず、河井は、丸山
等にあえて難しい地方、場所に取り組ませた。
⑦品評会・審査会を頻繁に行う
　必ずしも河井主導だけではなかったかもしれないが、河井は、「丸山会」・「明朗会」等に、
品評会・審査会をさせ、河井もそれに出掛けた。
⑧派遣時に各地で研究させる
　河井は、「大社」増産講師派遣時に、「大社」増産講師に各地の甘藷栽培の研究をさせた。
⑨研究者の協力を得るようにする

３．「丸山式」甘藷栽培法等の普及活動
　河井は、以下のように、「丸山式」甘藷栽培法等を普及させる活動を行った。
⑴　主体
①�河井弥八。②河井弥八と丸山方作または「大日本報徳社」増産講師。③河井弥八と丸山方
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作と「大日本報徳社」増産講師。
⑵－１．方法その１
①直接指導
　講演・講習・講義、実地指導を通して、直接指導した。
②間接指導
　河井は、まず、以下のメディアを利用し、「丸山式」甘藷栽培法を普及させたまたはさせ
ようとしたまたは普及させることに賛同した。ア．著書等。イ．「大日本報徳社」機関誌。ウ．
各種雑誌等。エ．新聞。オ．映画（昭和16年11月６日、「東遠明朗会甘藷試作地」での畜（牛）
力使用による収穫を、「日本映画」がフイルムに収めトーキー化（『丸山方作日記』Ｓ
16.11.11、等）。カ．ラジオ。キ．放送原稿、講演先の出版物。
　次に、丸山または「大社」増産講師を、全国中、朝鮮、台湾、中国へ派遣した。
⑵－２．方法その２
①ポジション、人脈の活用
　河井は、ポジションや、豊富な人脈を活用して、多くの組織、場所、人へ「丸山式」甘藷
栽培法を普及させたまたはさせようとした。まず、ア．皇室、宮内省関係者、イ．華族、ウ．
農林省・農商省、エ．内務省、オ．貴族院議員、衆議院議員、へ普及させたまたはさせよう
とした。次に、貴族院議員、衆議院議員を通して、その議員の出身府県等へ「丸山式」甘藷
栽培法を普及させたまたはさせようとした。次に、「遠州学友会」等の知人を通して、「丸山
式」甘藷栽培法の普及を含む甘藷増産活動が進展するように図った。
②貴族院議員としての治山・治水・砂防の仕事の活用
　河井は、貴族院議員として手掛けた治山・治水・砂防の仕事の多くの場面（会議、出張、
視察、調査、他）を活用して、多くの組織、場所、人へ「丸山式」甘藷栽培法等を普及させ
たまたはさせようとした。ア．「全国治水砂防協会」。イ．貴族院調査部、貴族院食糧調査委
員会。
③農林省・農商省、内務省、等行政ルートの活用
④甘藷苗の配付
　河井は、「丸山式」甘藷栽培法で育てられた「良苗」を、多くの、組織、場所、人へ配付
した。特に、華族、貴族院議員への配付は多かった。
⑤丸山方作の著書等の配付
⑥メディア利用
⑦土地のある場所の利用、利用促進
　ア．皇居、御所、「新宿御苑」、恩賜公園、等〈Ｂ論文、表19〉。イ．貴族院周辺の土地。
ウ. 国会議事堂周辺。エ. 首相官邸。オ. 内閣関係者の官舎。カ．飛行場。キ．ゴルフ場。ク．
競馬場。
⑶　対象
　河井は、以下の多くの組織、場所、人へ、「丸山式」甘藷栽培法等を普及させたまたはさ
せようとした。①皇室・宮内省関係者〈Ｂ論文、表19〉、華族〈Ｂ論文、表20〉、貴族院議員
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〈Ｂ論文、表21〉、衆議院議員〈Ｂ論文、表22〉、等。②大臣等〈Ｂ論文、表23〉、農林省・農
商省〈Ｂ論文、表24〉、内務省・国務省等〈Ｂ論文、表25〉、軍部、警視総監。③府県〈Ｂ論
文、表26〉（ア．当時難しいと考えられていた寒い地方〈青森、岩手、福島、富山、等〉。イ．
「丸山式」甘藷栽培法以外の栽培法がある県〈例．白土松吉の「白土式」甘藷栽培法がある
茨城県、穴澤松五郎の「穴澤式」甘藷栽培法がある千葉県〉。ウ．河井が住む地元東京府。エ．
神奈川県、静岡県のように、報徳の土壌のある県）。④中国（自ら中国に旅した〈旅の期間は、
昭和19年２月28日～同年３月24日〉）。⑤機関・施設、等（「宇都宮高等農林学校」、「東京農
業大学」、「池之上国民学校」、静岡県下諸学校などの学校、学校以外〈Ｂ論文、表27〉）。⑥
市町村。⑦「大日本報徳社」本社の館・出張所、支社。⑧「丸山会」「明朗会」。⑨個人。⑩
複合（複数の対象を１度に集めた集団）。

４．「丸山式」甘藷栽培法の普及援助活動（普及阻害要因の排除活動も含む）
　河井は、以下のようにして、丸山または「大社」増産講師が、「丸山式」甘藷栽培法を普
及させやすいように、きめの細かい配慮に基づく援助活動を行った。また、彼らが普及させ
る際の阻害要因を排除する活動にも取り組んだ。
⑴－１．方法その１
①カネの用意。
　河井は、農林省・農商省、「三井報恩会」等から、「大社」等への資金援助をしてもらい〈Ｂ
論文、表28〉、普及援助活動の一助とした。
　出張の事務担当の袴田銀蔵の『袴田綴り』①に５項が書かれてあるが、これは、『大日本
報徳社社務施行細則』第16章の終わり（第127条の次）に挿入され、これに基づいて「大社」
増産講師の出張旅費が支給された可能性がある。
②ヒトの用意
　ア．宣伝・斡旋役としての河井弥八。イ．連絡・調整役としての河井弥八。ウ．派遣・調
整役、交通費計算役としての「大日本報徳社」主任の袴田銀蔵。エ．普及要員としての丸山
方作、多数の「大日本報徳社」増産講師。
③モノの用意
　ア．「大日本報徳社」本社の館・出張所。イ．「大日本報徳社」本社の館・出張所での「常
会」等。ウ．「大日本報徳社」本社の「常会」以外の講習会。エ．「大日本報徳社」支社。オ．
「明朗会」。カ．恩賜公園等。キ．メディア（戦中の紙不足時に、丸山の著書が出版されるよ
う用紙の特別な配給を「日本出版文化協会」長鷹司公爵に依頼、等）。
⑴－２．方法その２
①皇室の後ろ楯利用
②行政による保証利用
　河井は、「大社」増産講師が活動しやすくなるように、以下の行政による保証をもらうよ
うに活動した。ア．農林省の「食糧増産委員嘱託」（昭和18年６月頃か）。イ. 農商省の「戦
時食糧増産推進中央本部事務嘱託」（昭和20年２月頃か）。ウ．農商省の「戦時食糧緊急増産
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推進本部指導員」（昭和20年４月頃か）。エ．農商省の「戦時食糧増産推進中央本部嘱託」（『河
井手帳』宮Ｓ20.8.5欄下。昭和20年８月頃か）。なお、河井は、「大社」増産講師が活動しや
すくなるように、鉄道乗車券特発、身分兼出張証明書発給を要求し、鉄道乗車券特発が実現
した。
③闘病中の一木喜徳郎社長の支え利用
④河井弥八自らが、誠意をもって活力ある指揮をとる
⑤河井弥八自らがもりたて役をする
⑥「大日本報徳社」増産講師への気づかいをする
　河井は、丸山と「大社」増産講師への気づかいをし、彼らの労をねぎらった。また、「大社」
増産講師周辺人物の墓参り等も行った。こうした気づかいは、河井が、周囲の人望を集め、
周囲から甘藷増産活動に協力される一因であったと思われる。
⑴－３．方法その３
  河井は、普及阻害要因の排除活動〈Ｂ論文、表29〉をした。
⑵対象（普及援助活動をする際の普及の対象）
①皇室・宮内省関係、貴族院議員、衆議院議員、等
　河井は、皇室・宮内省関係、貴族院議員、衆議院議員、等からの派遣要請に対し、適切な
「大社」増産講師を選定し、講師が出張・指導しやすいように、事前の準備・当日の手伝い・
事後の処理、等を多数行った。
②国の行政
③府県
④朝鮮、台湾、中国
　河井は、丸山や「大社」増産講師が内地から朝鮮、台湾、中国に出張・指導しやすいよう
な配慮をした。
⑤機関・施設、等
⑥市町村
　河井は、市町村からの派遣要請に対し、適切な「大社」増産講師を選定し、彼らが出張・
指導しやすいようにした。
⑦「大日本報徳社」本社の館・出張所、支社
⑧「丸山会」「明朗会」
⑨個人

〔出典〕�前田寿紀（平成16年３月）「戦中・戦後における『大日本報徳社』の甘藷増産活動に関する研究⑵　－『丸
山方作日記』『河井弥八日記』の分析を中心に－（その１）」、淑徳大学社会学部『淑徳大学社会学部研究
紀要』第38号（表１中では、〈Ａ論文〉と呼称）。前田寿紀（平成18年３月）「戦中・戦後における『大日
本報徳社』の甘藷増産活動に関する研究⑵　－『丸山方作日記』『河井弥八日記』の分析を中心に－（そ
の２）」、淑徳大学総合福祉学部『淑徳大学総合福祉学部研究紀要』第40号（表１中では、〈Ｂ論文〉と呼
称）。

〔備考〕�前田　平成15年、とは、前田寿紀（平成15年３月）「戦中・戦後における『大日本報徳社』の甘藷増産活
動に関する研究⑴　－『丸山方作日記』『河井弥八日記』の分析を中心に－」、淑徳大学社会学部『淑徳
大学社会学部研究紀要』第37号。
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ハセルコトテアル」「以上ハ悉ク経済問題
テアル、換言スレハ如何ニシテ国民ヲ食ハ
スコトカノ問題ニ外ナラヌ而シテ其何レニ
失敗スルモ致命的経済破滅ヲ招来スル虞

（おそれ）

ガ
アル」とあるように、国民が食えるように
することが非常に大切だとした。

２．�昭和天皇に伝えた戦後復興の道筋に関
する河井弥八の真意・本音

　河井は、我が国が昭和20・21・22年と食
糧危機の底であった最中の昭和22年５月７
日、昭和天皇から拝謁を許されて、天皇に
直に、戦後復興の道筋に関する河井の真意・
本音と考えられることを伝えた。それは、
以下（『河井弥八日記』S22.5.7）。食糧事情
窮迫に対し、国内自給が必要で、甘藷の増
産と国民の食習慣を改めることをする。甘
藷等増産にあたっては、作物の生理がわ
かった上での甘藷等増産を行うことを原理
とするが、それは既に（「丸山式」甘藷栽
培法による甘藷増産などにより）「大日本
報徳社」講師が実施してきている。国民思
想の振興としては、報徳精神の普及・徹底
が先要である。その方法としては、「大日
本報徳社」の活動によるものがよい。報徳
理論の討究だけではよくなく、各種思想と
の比較研究も必要である。青年教化運動も
する必要がある。理論的教化だけでは意味
がなく、人々に物的裏付けがあって実際の
効果が挙げられるので、農村を振興させて
いく際には、まず食糧増産活動から入り、
後に報徳精神を感じ取れるようにしたい。
　天皇は、これを聞き、肯定し激励した（『河
井弥八日記』S22.5.7）。河井は、この日の
うちに吉田茂首相に会見を求めて会談し
た。吉田との30分の会談の中で、河井は「本

日拝謁の要旨を報告し、報徳運動推進の為
政府より相当の補助を乞ふ。首相は之を諾
せられ、近く之を決定して通知すべしと答」
（同上）えた。
　以上の件は、「大社」社長でもある河井
が戦後に本心から行いたかったことであろ
う。なお、日記より、河井には、戦後の国
民の食に対してGHQから何とかしてもら
おうという考えはほとんどなかったことが
窺える。

３．�昭和天皇自身が、戦後日本の再建には
食糧・報徳が重要と考えていた

　群馬県の報徳社有志が、宮城において、
甘藷掘り取り後の雑草の敷込その他の作業
に奉仕中の昭和24年11月25日午後３時頃、
昭和天皇・皇后が来て、天皇が「食糧事情
はどうか、生活の模様はどうか、／報徳社
は今何をしておるか」と質問し、「私も報
徳の精神は日本の再建に常に役立つ事と思
ふから、しつかり頼みます。」（『報徳』第
49巻第１号、大日本報徳社、昭和25年１月、
P.4）と述べた。翌日の11月26日、昭和天
皇自身が、河井を夕食に誘い、彼に右隣り
に座ってもらい、前日のこの件を話してい
る。上記の「報徳道を以て再建に努めよ」は、
天皇が、戦後日本の再建を、報徳という日
本産のもので行ってほしいとする真意・本
音とも考えられる言葉だったと考えられ
る。

４．高松宮殿下による明朗会農場への視察
　河井は、昭和24年10月20日、高松宮殿下
に明朗会農場（森口淳三が経営する丸山方
作の号を冠した代々木の農場）を視察して
もらい、甘藷栽培の状況を示した。河井は、
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高松宮殿下に、河井・丸山の甘藷増産活動
に理解を示していただきたいという気持
ち・心情であったと思われる。高松宮殿下
も理解を示している。なお、高松宮殿下自
身も、報徳の理解者であった。

５．�河井弥八による皇室・皇族と食とを結
びつける活動

　戦後も、河井は、皇室・皇族と食とを結
びつける活動を数多く行った。また、皇族
の「帰農」を「先要」とした。このことは、
以下のように解釈できよう。農民出身であ
り、食にこだわりつつ天皇・皇后・皇太后
の身近にいて、天皇・皇后・皇太后から信
頼を置かれていたという位置の河井は、戦
中に天皇を始めとする皇室と甘藷を始めと
する食とを結びつける活動をしてきたが、
戦後も天皇・皇族には、衣食住の基になる
農業に自ら親しまれることをしていただき
たいと考えていたのではないかと思われ
る。そのお姿は、当然国民に伝わるので、
そのお姿を国民に示していただきたいとも
考えていたかもしれない（なお、昭和２年
から続く昭和天皇のお田植えとお稲刈り
は、戦後の新聞・テレビ等でしばしば報道
された）。

６．�GHQの人に戦中日本の甘藷増産の姿
を見た目で提示し、そこから日本の民
主主義を示した

　昭和21年６月１日、河井社長等が迎え入
れて、連合国軍最高司令官総司令部（GHQ）
新聞課長ダニエル・C・インボーデン少佐
（1877年～1960年。後に、尊徳に対して、「日
本最初の民主主義者」〈『大日本報徳』第45
巻第８号、大日本報徳社、昭和21年10月〉、

「近世日本の生んだ最大の民主主義者」〈『青
年』昭和24年10月号、日本青年館、昭和24
年10月、p.33〉、という高い評価を与えた
人物）が、「大社」の視察・調査をした。
その際、「大社」側は、「本社が全国の支社
九百三十四、社員六千人、支社社員数万人
に対してこの方法（二宮尊徳の報徳仕法の
ような方法－引用者）の実践を指導し、又
一般国民に対し食糧増産並に道義の昂

（こう

揚
よう）

を
指導しつゝあるを語つた」（『大日本報徳』
第45巻第６号、大日本報徳社、昭和21年７
月、p.10）り、「二宮先生の一代の偉業を
録した書物（一万巻）並に最近本社が食糧
増産に努力しつゝある成績の一端としての
写真その他の閲覧を乞ひたしと案内して別
室に陳列せる甘藷の実蹟を撮影したる写真
（河井等が、戦中・戦後において「大社」
の食糧増産活動、「丸山式」甘藷栽培法、
等の説明の際に、多くの人々に示していた
ような写真か－引用者）につき社長より
一々説明した」（同上）りした。後者に対し、
インボーデンは、「その顕著なる実蹟に驚
歎の眼を注がれた」（同上）。さらに、「大社」
はインボーデンに、戦中日本の甘藷増産の
姿として、「大社」内に苗床を作り「丸山式」
甘藷栽培法による甘藷栽培の実物そのもの
を見た目で示した。
　昭和21年11月24日、GHQウィドー中尉
が、「大社」を訪問した。その時に、河井は、
「GHQ諸氏は真の日本国民性を知

（ち

悉
しつ）

するた
めには宜

（よろ）

しく都市、農村の指導的人物に接
し、又多衆人民の無垢の感情を体得すべし
との論に入り、報徳村視察の徹底行を勧告
し」、講義室に陳列せる故先生の遺著を案
内し、又甘藷の実物、写真及麦の写真に付
き、其増産力と食糧問題解決の力あること
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を説明」した（『河井弥八日記』S21.11.24）。
　このあたりの河井の状況は、河井が、ア
メリカ的民主主義を日本に教えようとして
いるGHQの人々に、日本で甘藷などの作
り方を教え合い、食糧を作り、助け合うこ
とこそが日本の町村で行われてきた民主主
義だということを、逆に教えたことである
と思われる。

７．戦後も続く甘藷への愛情に関して
　わが国の昭和20・21・22年と食糧危機の
底の時は、戦中の河井の甘藷増産活動の発
想（表１のようなもの）の延長のようなも
のでよかったかもしれない。しかし、徐々
に食糧危機の底から抜け出せるようになっ
てくると、そのようにはいかなくなってき
た。そのあたりの状況は、以下。昭和23年
度に、ようやく遅配・欠配なしという状況。
同24年は、藷類の配給辞退が増加。同25年
３月には、いも類の統制撤廃。この頃には、
いも類の処理の為に、澱粉工場が多数設立
され、澱粉の生産量も急増。この澱粉は、
戦後の甘味不足により需要が多かった水飴
原料として使用。しかし、こうした動きも、
昭和26年の砂糖の統制廃止により変化して
いった。水飴価格が暴落し、澱粉価格・原
料甘藷の価格が急落。澱粉の不況となり、
甘藷・馬鈴薯の作付農家の経営が困難な状
況になった。こうした状況に対し、昭和28
年８月、「農産物価格安定法」が制定され、
澱粉価格が低落したら国が買い上げること
で原料の甘藷・馬鈴薯の価格維持を図る政
策が採用された。
　こうした流れがあったが、河井は、甘藷
への愛情を示し、以下のことをしている。
⑴余る甘藷の処理に関して、河井は、昭和

23年11月、食糧自給に固執しつつ、「六大
都市に焼芋屋を公許」するという処理策を
考え、吉田首相に伝えていた。⑵河井は、「甘
藷粉」、「甘藷及馬鈴薯を製粉し」たもの（す
なわち、加工品としての“粉”）に対して
も着目するようになっていった。この過程
の中で、河井は、「甘藷粉」から作るパン、
麺を、国民に普及させようとしていた（す
なわち、時代の状況に合わせた甘藷利用を
しようとしていた）。
　さらに、『いも建白書』（昭和26年１月19
日付で、衆議院議員坂田英一、参議院議員
河井弥八、参議院議員和田博雄、等11名の
連名で、内閣総理大臣吉田茂、大蔵大臣池
田勇人、農林大臣廣川弘禪、等５名宛に、
提出し要望した建白書）には、甘藷への愛
情がよく出ている。これには、まず、「甘
藷を軽視」「蔑視する風潮」と甘藷を軽く
みることを嘆く文面がある。食糧危機の底
から抜け出せるようになってくると、戦中
に人々の飢えを救った甘藷の塊根は、ます
ます“喉元過ぎれば熱さを忘れる”存在に
なってしまった。世界中の主食の長い歴史
において、主食に甘いものがほとんどな
かった・ないことからわかるように、当時
の日本の人々は、主食は甘い甘藷よりも米
の方が合っていると舌で感じ取っていたと
考えられる。河井等は、そのことを実感し
嘆いたと思われる。次に、「ひとり公のルー
トによる配給維持に貢献したばかりでな
く、各種のかくれたルートを通じて都市民
の窮乏を救つた」の文面がある。これより、
（ヤミを取り締まる側にあった河井を始め
とする公的な立場にあった人々が）ヤミ
ルートで出回った甘藷を肯定・容認してい
ることがわかる。食糧難の時に、（国の統
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制があっても）人々が甘藷を作ったりヤミ
で買ったりして生きたことをよしとしてい
る点は、大きく着目される。
　また、河井は、「参議院議長公舎の床に
丸山氏の画かれた藷の軸」（佐々井信太郎
「河井先生を痛惜する」、『報徳』1960.9.10
月合併号、昭和35年10月、p.４）を飾って
いた。これらより、河井の甘藷への愛情は、
帝国議会議員・国会議員に知られていたと
思われる。
　戦時という緊急事態時、食糧難という食
が厳しい時に、米は素人が作ることは難し
かった。しかし、甘藷は素人でもどこでも
作ることが可能であった。戦中に、国策と
して“人を殺す”材料にもされてしまった
甘藷は、同時に食が厳しい時に“人を生か
す”ことができる“優れもの”であること
を、戦中・戦後を通した河井の活動から再
認識させられる。
　河井は、昭和35年７月21日に永眠した。
この時、人々が食えることにこだわるとい
う大役も終えた。
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